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	製品名: サバイビン（リン酸化Thr117）ウサギポリクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、アポトーシス抑制因子（IAP）遺伝子ファミリーのメンバーであり、アポトーシスによる細胞死を防ぐ負の調節タンパク質をコードしています。IAPファミリーのメンバーは通常、複数のバキュロウイルスIAPリピート（BIR）ドメインを含みますが、この遺伝子は単一のBIRドメインのみを持つタンパク質をコードします。また、コードされているタンパク質はC末端のRINGフィンガードメインを欠いています。遺伝子発現は胎児発育中およびほとんどの腫瘍で高く、成体組織では低いです。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2011年6月],ドメイン：BIRリピートは、HBXIP結合に必要かつ十分です。,機能：腫瘍形成において役割を果たす可能性があります。G2/M期のアポトーシスのデフォルト誘導に対抗する可能性があります。チューブリンと相互作用します。カスパーゼ3およびカスパーゼ7の阻害剤です。染色体パッセンジャー複合体 (CPC) の成分で、有糸分裂の主要な制御因子として機能します。CPC 複合体は、セントロメアで正しい染色体の配列と分離を確保する上で重要な機能を持ち、クロマチン誘導性微小管の安定化と紡錘体の組み立てに必要です。アイソフォーム 2 と 3 は、有糸分裂で重要な役割を果たしていないようです。アイソフォーム 3 は、表示されている野生型アイソフォームと比較した場合、抗アポトーシス効果が著しく低下しています。,類似性:IAP ファミリーに属します。,類似性:1 つの BIR リピートを含みます。,細胞内局在:前期から中期にかけて染色体腕と内側セントロメアに局在し、後期から細胞質分裂にかけて紡錘体の中間領域と中間体に移行します。有糸分裂染色体で AURKB と共局在します。,サブユニット:ホモ二量体。リン酸化されると、HBXIP と相互作用します。得られた複合体は、活性カスパーゼ9だけでなくプロカスパーゼ9にも結合するが、その効率ははるかに低い。CPCの構成要素は、少なくともBIRC5/サービビン、CDCA8/ボレアリン、INCENP、AURKB/オーロラBから構成される。EVI5と相互作用する。,組織特異性：胎児の腎臓と肝臓にのみ発現し、肺と脳にも発現は少ない。腺癌（肺、膵臓、結腸、乳房、前立腺）および高悪性度リンパ腫に豊富に発現する。また、様々な腎細胞癌細胞株にも発現する。,
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	Survivin（リン酸化Thr117）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	Survivin（リン酸化Thr117）抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	Survivin（リン酸化Thr117）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。

